
生きる 

主催・「移住者とともに暮らす地域作り塾」実行委員会 

9/2  Sat. 10:00～17:00 9/3 Sun. 10:00～13:00 

ここで 

10:00～12:00 
哲学者・内山節氏講演 

「地方に向かう流れを読み解く」 
 

13:00～17:00 
トークセッション「私たちの生き方」 
プレゼンターと会場の意見交換会 

レゲエバンドライブ 
英心＆ザ・メディティショナリーズ 

 

みんなで作る「海の幸の宴」 

男鹿温泉郷 

「温泉旅館ゆもと」大広間 

加茂青砂ふるさと学習施設 

（旧加茂青砂小学校） 

会 場 

内 容 

 参加費 全日 ｜￥３０００、 １日目｜￥１０００、 2日目｜￥２０００ 

日 々 の 暮 ら し に 哲 学 を 見 出 す 内 山 節 さ ん と 一 緒 に 、 

今 後 の 生 き 方 を 話 し 合 う 。 

２ 日 目 は 加 茂 青 砂 集 落 で ラ イ ブ と 海 の 幸 の 宴 。 

男鹿 半島で過ごす2日間 

秋田県 の 

※この事業は、「男鹿市の地域振興基金
活用事業」に採択されています。 



10:00～13:00 レゲエバンドライブ 

            英心＆ザ・メディティショナリーズ 
               

              リーダーの渡邉英心さんは、三種町にある松庵寺の副住職で、 
              バンドが昨年出したCD「からっぽ」が音楽雑誌「ミュージッ 
              ク・マガジン」のレゲエ部門で１位となったほか、あちこちの 
              イベントでひっぱりだこ。 
 

           みんなで作る「海の幸の宴」 

内山節（うちやま たかし）プロフィール １９５０年東京生まれ。独学で哲学を学ぶ。
NPO法人森づくりフォーラム理事。雑誌「かがり火」編集長。「東北農家の会」などで講師を務める。
哲学者の肩書だが、哲学の思想の流れと言った講演（「哲学=難しい学問」）ではなく、人が生きて
いる中に哲学を見出す―という内容で話す。元立教大学２１世紀社会デザイン研究科教授。１９７０

年代から東京と群馬県上野村を往復して暮らす。考え方の基本に「自分のいのちは自分だけのもので
はなく、他者や自然、思いを寄せる人々と共有している」を据える。内山節著作集（全１５巻）、
「日本人はなぜキツネにだまされなくなったのか」「いのちの場所」など著書多数。 

  

＜出席者＞ 
 

菊地晃生さん（３８） ファームガーデンたそがれ 園主（潟上市） 進行役 
  農業をするため、実家に帰る。不耕起栽培米、野菜類、その加工品などを生産しているほか、子供も大人も   
  自然に学び合い「地球人」を目指す場所作りなどの活動もしている。 
 

畠山富勝さん（６７） 農業（男鹿市真山） 
  高齢化で田んぼを辞めた人たちの田も耕し、農機具も多くそろえているのは、「自給自足の暮らしをしたい 
  若者」を迎えるため。最初の１年間、畠山さんの田の手伝いをすれば、食っていけるように育てるという。 
 

遠山桂太郎さん（５１） 農的写真家を目指す（芸術の里かわべゆうわ）  
  移住して３年目。最初の１年は集落の各家々を訪ね「お茶飲みに来てください」と声掛けの日々。農家の手 
  伝いをしながら、無農薬栽培に取り組む。国際教養大学の学生を集落に招き、農の暮らしを体験してもらう 
  活動もしている。 
 

木村友治さん（３５） 北風農園園主（八峰町・手這坂）   
  かつて紀行文学作家の菅江真澄が「桃源郷」と呼んだ地のかやぶき屋根の家に移住して４年目。修理しなが  
  ら無農薬農業に取り組む。ほかの人にも呼びかけ、一からの集落作りを進めている。 
 

石川雅子さん（２７） 小型定置網漁、刺し網漁に従事する漁師の妻（男鹿市入道崎） 
  ８人家族で暮らす。３人の子供の母。小型船舶操縦免許、ボンベを背負っての潜水の資格を持つ。若い母親 
  集まる活動に積極的に参加している。 
  

10:00～12:00 哲学者・内山節氏講演 

            「地方に向かう流れを読み解く」 

13:00～17:00 トークセッション「私たちの生き方」 
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お名前 住所 連絡先 

参加人数 参加タイプ（○をつけてください） 

 

大人 
 

人 
 
 

子供（小学生以下） 
 

人 

Ａ．両日参加3,000円+温泉旅館ゆもと宿泊（二食付）8,000円(小学生以下5,600円)=11,000円 

Ｂ．両日参加3,000円 

Ｃ．初日だけ参加1,000円 

Ｄ．2日目だけ参加2,000円 

Ｅ．オプションその１ 初日の「夕食+懇親会」参加4,500円 

Ｆ．オプションその２ 宿泊者以外の温泉利用（タオル付き）600円 

Ｇ．オプションその３ 初日の昼食は各自持参ですが、地産地消弁当（1,000円）を予約できます 

宿泊は「なまはげオートキャンプ場」も利用できます。テントの場合=1区画、1張り、大人6人7,200円（１人当たり1,200円）。 
コテージの場合=１棟（寝具4人分をプラス）、8人16,500円（1人当たり2,063円）。申し込みは同キャンプ場=Tel 0185-22-5030 

申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸ：０１８５-３７-２５８０  

またはメール：doikamo@js6.so-net.ne.jp  までお申込みください。 
参加申込書 

９／２ 

sat 

サケのチャンチャン焼き 

締切り：８/２５(金) 

９／３ 

sun 

※申込者から得られる個人情報は厳正に管理し、第三者に情報の開示・提供することはありません。 


